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モンゴル人と農業

東北大学東北アジア研究センター教授 揺］ 洋樹

伝統的に農民や漁民であった日本人にはすぐには了解し

がたいことであるが、近代のモンゴル人にとって農業は、

自然を破壊し、民族のアイデンティティーを危機に陥れる

ものであった。多くの人がそう思っているように、モンゴ

ル人の伝統的な生業は牧畜、それも定期的な移動を伴う遊

牧であった。モンゴル好きの日本人は少なくないと思うが、

その理由のひとつは、たぶんこの遊牧という、狭い土地に

束縛されない、自由でおおらかな生活のありかたにあるの

ではないだろうか。だからこう思うだろう。遊牧民である

モンゴル人は、定着した農民であることを嫌うのだと。

しかし問題はそう単純なものではない。現在モンゴル国

には、遊牧民ぱかりでなく、農民も存在する。彼等は社会

主義時代に開発された広大な農地で、機械化された大規模

腿耕を営んでいる。社会主義体制崩壊後、この大規模農

場は民営化されて企業となったが、多くの困難に直面し

た。 しかしこの国で1謀民であるモンゴル人がアイデンティ

ティーの危機に悩まされることはない。

ところが中国の一部である内モンゴルに行くと、股業観は

全く異なる。内モンゴルでは、とくにその東部や南部にモ

ンゴル人農民が多い。にもかかわらず、ここでは遊牧民がモ

ンゴル人の本来の姿であり、農民は何か本来のモンゴル人ら

しさを失った、不正常な状態であるかのように語られる。そ

の理由は、内モンゴルでは嬰業は異民族である流人がモンゴ

ルに持ち込んだもので、しかも彼等の開墾によって、モンゴ

ル人は牧地である土地を奪われたと考えられているからであ

る。このような考え方が、 20世紀に内モンゴルでたびたび

発生した独立迎動や自治運動の根底に潜んでいる。

ようするに、内モンゴルでは農業とは執人の民族性を象

写真農耕地が広がる内モンゴル東部

徴する記号なのである。

これに対して 「真の」モンゴル文

化は遊牧をもって表象される。 しかし現在の内モンゴルで

は、モンゴル国のような遊牧生産は圧倒的な少数派となっ

ている。さらに農耕化した内モンゴル束部の住民が話すモ

ンゴル語も、汲語から多くの借用語梨が入り、モンゴル語

の表現自体が「漢化」 していると見なされるから、彼ら ・

彼女らにとって、それは文化的な意味で民族存亡の危機な

のである。

しかしイギリスで活動する内モンゴル出身の文化人類学

者ウラディーン ・プラグも言っているように、内モンゴル

東部の店耕化は、激族農民の入植を食い止めた面も顕著な

のである。そこでは梨住 したモンゴル人の定省村落で、モ

ンゴル人コミュニティーが維持されている。そこで話され

るモンゴル語は、モンゴル国のそれに比べるとたしかに漢

語まじりの方言なのであるが、決して液語そのものではな

い。しかも知識人の間でも支配的な言語となっているので

ある。だから内モンゴル人が農業をめぐるコンプレックス

から脱却できるかどうかは、その将来に関わる大きな問題

なのだと言えるだろう。

内モンゴルに行くと、時に愕然とさせられるような光景

にであう。フフホ ト市内で、モンゴルの草原を模した公園

を見たことがある。 しかしそれは草原というよりは、むし

ろ「草むら」だった。内モンゴル西部のオルドスには、代々

チンギス・ハーン祭祀の場である「八白宮」があるが、今

そこで 「成陵（チンギス ・ハーン陵）」として大規模な観光

開発が進んでいる。 しかし「八白宮」は祭祀の場ではあっ

ても陵墓ではなかったはずである。私がそこを訪れたのは、

内モンゴル自治区が開催した「国際モンゴル学会議」のエ

クスカーションであったが、会議で交わされた 「純粋にモ

ンゴル的な」議論との落差にとまどってしまった。それ自

体を部外者の私が否定する理由はないのだが、遊牧民とし

ての文化や歴史が観光賓源化する一方で、内モンゴル東部

の農耕社会の豊かな文化が、モンゴル人の歴史認識の中で

まともな位四づけを与えられていない現状には、やや不安

を禁じ得なかったことも事実である。
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モンゴルの文字史 東北大学東北アジア研究センター 教授 栗林 均

モンゴル国のモンゴル語がロシア文字で表記されていることはよく知られている（写真 1)。これは、 1946年に伝統的な

縦岩きのモンゴル文字に代わって採用されたもので、中国内のモンゴル族のI蜀では、今も伝統的なモンゴル文字が使用され

ている（写真2)。
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写冥1，モンゴル国のロシア文字表記モンゴル語： r児童
百科事典」（ウランバートル、 2003)の前置き。上部中
央は国旗にあるシンポルマークの「ソヨンポ」．
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写真2 中国内のモンゴル族が使用しているモンゴル文
字：「源古学百科全奮」（フフホト、 2004)の前書き。

ここでは、

てみたい。

チンギス・ハーンの時代から現在に至るまで、多彩な変遷をたどった、 モンゴル族の“文字の歴史’'を概観し

■その前史 ー 解読進行中の契丹文字

中国の史也 「遼史」によれぱ、契丹文字は契丹を統一 し

た遼の太祖である耶律阿保機（ヤリツアボキ）が、 920年

に創案した。 しかし、肝心の‘‘契丹文字’'がいかなる文字

であるかに1対しては、中国の杏物中に僅か数個の模写が見

られたにすぎず、その実体は長い間不明であった。

1922年、ベルギーの宣教師ケルヴィンによって、遼の皇

帝の陵墓が発見されるに及んで、契丹文字の研究にも大き

な光が当てられるようになった。これは、現在の内蒙古自

治区の興安嶺に近いワー）レイン ・マンハ（白塔子）にある

「慶陵」と呼ぱれる遺跡で、ここから発見された遼の皇帝や

皇后の石碑四基には、

契丹文字で砥誌銘が

記されていた。写真3

に見るように、契丹文

字は漢字に範をとっ

て作られた文字であ

り、そこに記されてい

た契丹文字は延べ約

3000字にのぼる。

以来今日まで、こ

の文字をなんとかし

て解読しようという、

各国の研究者による

様々な研究が行われ

てきた。その中で真に
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写真3 契丹文字の碑文

解読の扉を開いたのは、 1970年代から始まった内蒙古大学

の研究班の研究であり、現在 100字以上の契丹文字の音と

意味が解明されるに至っている。

解読された契丹文字の窯味と音の結びつきをみると、基

本的な数詞や十二支の動物、天体や親族名称など身の回り

の基本的な名詞にモンゴル語と音の類似した語が散見され

るのである。これによって、契丹語がモンゴル語と同じ系

統に属するか、そうでなくても契丹族とモンゴル族が極め

て緊密な関係をもって交流していたことが考えられる。

契丹文字の解諒が更に進み、モンゴル語と同じ系統に属す

ることが明らかになれば、モンゴル語の歴史はもう 300年

ほど時代を遡れることになる。契丹文字に関しては、最近の

30年間に新しい資料が次々と発見され、研究は長足の進歩

を遂げつつも、その解読作業は今現在もまさに進行中である。

■最古のモンゴル語碑文 ー チンギスの石

写真4は「チンギスの石」と呼ばれる石板とその碑面の

拓本である。石板は高さ 2メートル、 巾66センチ、厚さ

22センチメートルの大きさで、表面には、モンゴル文字の

最古の記録が刻まれている。

この石碑は 1818年にロシアの研究者スパスキーが東シベ

リアのネルチンスク付近で発見したもので、現在はサンク

トペテルプルクのエルミタージュ美術館に保管されている。

碑文が刻まれた年はチンギス・ハーンがサルトール（回教）

の民に遠征して帰還した 1224年、もしくは1225年とされる。

モンゴル文字は、縦由きで、行は左から右に進む。碑文の
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文窪を行ごとに逐語訳すると、次のように読むことができる。

①チンギス・ハーンが

②サル トールの民を攻めて宿営し、全モンゴル国の

③諸侯がポハ ・ソジガイに会した時、

④イスンケは弓を射るに 335尋（ひろ）

⑤に遠射せり

写真4.チンギスの石（左）と、その碑文拓本

碑文の第 1行目

と第4行目が他の

行より一段と高く

なっているのは、

それぞれチンギ

ス ・ハーンとイス

ンケという人物を

敬ったもので、中

でも 1行目のチン

ギス・ハーンの方

が格が上であるこ

とが分かる。

ここに出てくる

イスンケは、チン

ギス ・ハーンの甥

にあたる。イスン

ケの父、すなわち

チンギス ・ハーンの弟のカサルも、後世に語り継がれる強

弓の伝説をもっていた。 1尋（モンゴル語で「アルダ」）は

両手を広げた長さを基本にした単位で、伯習的にはおよそ

1.6メートルとされる。これをそのまま 335尋に換算すれぱ

536メートルになる。この距離は、当時のモンゴル人にとっ

ても歴史に残る遠射としてれ・賛され、永久に記録されるべ

き偉業だったと思われる。

モンゴル文字で書かれた最古の記録が、弓の名手を称え

る文章だというのは、誠にモンゴルらしい話ではないか。

■二つの文字伝説 ー チンギス汗、文字を知る

モンゴル人はこの文字をウイグル人から借りた。ウイグ

ル人たちはもともと、この文字をアラピア文字と同じよう

に横書きで、右から左へ綴っていた。これがモンゴル語を

写す際に、全体を左に 90度回転して縦杏きとなり、行の

進行方向もそのまま左から右に進むようになった。

ウイグルの文字がモンゴルに伝わったいきさつについて

は、次のような言い伝えがある。

時は 1204年、当時まだテムジンと称していたチンギス ・

ハーンがタヤン ・ハーンの率いるナイマン王国を討った時

のことである．．．

「モンゴル族はタヤンの宰相でウイグル族出身のタタ ・ト

ンガが敗走しているのを捕え、彼が所持していた黄金の玉

園を得たが、彼はその保管役であった。テムジンは彼が面

前に引き出されたのを見て、その器具を持ってどこへ行く

のかと問うた。このウイグル人は、この印璽は自分の君主

から委託されたものであって、これを相続すべき家族に手

渡したいのだと答えた。テムジンはその忠誠を称賛し、つ

いでこの印囲の使途は何かと問うた。タタ・トンガは答え

て、 「わが主君は金銭または穀物を徴収するとか、自分の臣

下のだれかに特許状を与えようと思うときにはいつでも、

その真正であることの証明としてその命令密にこの印璽を

捺すのである」と述べた。テムジンはタタ・トンガにその

監守を命じ、以後、自分の名義で使用することとした。また、

テムジンはタタ・トンガをして自分の諸子にウイグル語お

よびウイグル文字、ならぴにウイグル族の法制 ・佃習をも

教えさせようとした。」（ ドーソ ン 「モンゴル帝国史J)
この伝承によれぱ、モンゴル族で最初に文字を習ったの

はチンギス汗の諸子ということになる。

タタ ・トンガが護持していたのは、 一体どのような印璽

であろうか？それを祐彿とさせるのは、モンゴル帝国の第

3代皇帝グユク ・ハー ンの印阻である（写真5)。これは、

1246年にグユク ・ハーンからローマ法王イノセント 4世に

宛てて送られた書簡に押された印影である。

モンゴル語は、左の行から次のように説める。

①永遠なる天の

②カのもとに、大モンゴル

③国の大海なる

④ハーンの詔。異なる

⑤民に達すれぱ、

⑥信ずべし、恐るべし。

ちなみに、この国簡を届けたのは、当時中央アジアを往

復した修道士のプラノ ・カルビニである。

． ．．贔`ぶ・9 ● •一直fぺ今〇.;,

写真5 グユク・ハーンの印璽（実寸は縦横14.5センチ）

これと並んで、モンゴルにはもう一つの文字伝説がある。

それは後にパスパ文字を作ったバスパの伯父、チベットの

仏教悩のサキャ・パンディタが文字を作ったという言い伝

えである。

これによれぱ、 13世紀の中頃、ゴダン王子の依頼でサ

キャ ・パンディタがモンゴルに滞在していた時のことであ

る。彼が文字を作ろうと夜通し瞑想にふけっていたところ、

明けがた、皮なめし棒を訂に担いだ一人の婦人がやって来

てパンディタに礼拝した。その皮なめし棒の形状に啓示を

受けてモンゴル文字を作った、というのである。革なめ し

棒とは、皮革をなめすために鋸の園のようなキザミ目の入っ

た板で、その形がいかにもモンゴル文字のギザギザに似て

いるところから作られた伝説であろうが、後者の話は前者

に比べると真実味に乏しい。
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■ "国字”の制作ーバスバ文字

「およそ偉大な国家というものは独自の文字を持たなけ

ればならない。」 こう考えたのは、 2回の元寇で日本とも

縁の深い、元の世祖すなわちフピライ ・ハーンである。彼

は、モンゴル語がウイグル文字を借りて害かれることに不

満だった。思えぱ昔の遼（契丹）も、金（女真）も独自の

文字を持っていた。今までは戦役に明け暮れて文字を作る

暇もなかったが、今や文化典隆の時代である。

1269年、フピライ汗はチベットのラマ僧パスパに“国字'’

の制作を命じた。パスパはチベット文字に範を取り、装飾

文字にも似た角ぱった文字を作り、これをもってハーンに

献じた。これが製作者の名をもって呼ばれる 「パスパ文字」

である。また文字の形状から 「方形字」とも呼ばれている。

チベット文字は左から右に綴る横杏きであるが、パスパ文

字は上から下へ、行はウイグル式モンゴル文字と同様、左

から右に進む。文字は一音節ごとに区切って綴られる。

この新しい“国字”を普及させるべく、フビライ ・ハーン

は度重ねて詔勅を発したが、実状は形式的なところにとどま

り、あまり徹底されなかったらしい。それで 1368年に元朝

が滅ぴるとともに、パスパ文字も人々の心の中から忘れ去ら

れてしまった。この文字が制作されてからちょうど 100年、

元朝とともに生まれ、ともに消えていった文字であった。

写真6は、元朝の時代の駅姑通行証である。モンゴル帝

国の第 2代皇帝オゴ

デイ ・ハーンが帝国

内の通行路を整備し、

伝令の馬や食料の補

給を行うために各地

に姑（吹）を四いたこ

とは有名である。伝令

は牌子（パイズ）と呼

ぱれる通行証を持ち、

それによって自由に

馬や食料、宿泊所を調

達することができた。

通行証は金、銀、青銅、

鉄などの金属製で、形

も円形や角の丸い長

方形状のものが知ら
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写真6. バスバ文字：元朝時代の駅姑通行証
れている。

写真の牌子は、鉄製で、直径 11.5センチの円形で、表面

は金箔。 5行のモンゴル語がパスパ文字で書かれているこ

とから元朝時代のものであることが分かる。行は、モンゴ

ル文字と同様に左から右に進む。記されているモンゴル語

を行ごとに訳すと次のように読むことができる。

①永遠なる天

②の力のもとに

③ハーンの詔。誰ぞ

④信じざれぱ

⑤殺められるべし

■ウイグル文字の改良とオイラート文字

元朝の 100年間にわたる、パスパ文字の 「OO字」として

の支配にもかかわらず、ウイグル式モンゴル文字は、その

後モンゴルの 「民族文字」としてより広く用いられるよう

になった。

特に 16、17世紀、モンゴルに仏教が没透するに及んで、

チペッ ト語から多数の仏典が翻訳されてモンゴル文字で木

版に印刻され、出版された。同時にモンゴル人自身も、こ

の文字で多様な著作活動を行い、モンゴルの「仏教）レネサ

ンス」と呼ばれる時代が到来する。

こう した動きに伴い、 13・ 14世紀のウイグル式モンゴル

文字も字形が整理され、轡き言葉としてのモンゴル語の正

因法や文法もより一買 した形に統一 される。モンゴル文字

の改良は、時代や地域によってさまざまな試みが伝えられ

るが、ここでは二つを紹介しよう。

一つは、ハラチン族出身のアヨーシ ・グーシと呼ばれるラ

マ僧が、仏典を醐訳する際にモンゴル語に無い音を表記する

ために、モンゴル文字を変形したり、補助記号を加えたり し

て、新しい字形を付け加えた。1587年に制作した新しいモ

ンゴル字母は、「アリガリ」文字と呼ばれる。

写真7は、印度の古代の仏典を表記している梵（サンスク

リット）字の字母に合わせて、各種言語の文字表記を対照さ

せた 「同文韻統」という密物の一頁である。上の段から1順に

①梵字②チベット文字③満洲文字④モンゴル（アリガリ）文

字⑤漢字によって、梵字に対応する音が示されている。

9 可〗蚤斎 2

で 9 〖ごぷざ

L i i た i と

4 4 A A 』』

査貌埠雑．榛 匝
王支舌ん 鶉^ 古貸 蓄贅書呑
古 円 現 喝 書令 舅阿 項阿項円

象勺 扮 乎刃級＂ サ苔夕9
壕

写真7.段の上から、梵字、チペット文字、満洲文字、モンゴル（アリガリ）
文字、漢字

もう一つは、西モンゴルのオイラ ート族における仏教の

布教のために、 1648年にラ マ僧ザヤ ・バンディタが作成し

た文字で、「オイラ ート文字」或いは 「トド文字」と呼ばれ

ている（写真8)。

「トド」はモンゴル語で 「明瞭な」を意味する。 トド文字

もモンゴル文字をもとにそれらを変形したり、補助記号を

加えたりしたものであるが、当時の口語の発音を写すべく 、

原則として一音に一字があてられた。この文字は、モンゴ

ル文字では区別されなかった oとu、6と U、tとd、gとK
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などを字形によって区別したので、それまでの曖味性が解

消された。「明瞭な (I、ド）」文字と呼ばれた由縁である。

このほか、変り種としてはソヨンボ文字の存在が知られ

ている。ソヨンポ文字は、 1686年にハルハ（今のモンゴル

国にあたる）のザナバザルというラマ僧によって梵字を手

本に作られた（写真9)。サンスクリット 、チベット語と同

様に横魯きで左から右に書き進む。最上段左端は、文究の

始まりを示す冠頭記号で、現在「ソヨンポ」と言えぱこの

シンポルマークを指すようになった。

写真9 ソヨンポ文字：最上段左端が文
章の始まりを示す「ソヨンポ」記号．シ
ンポルマークとして国旗（右図）にも使
われている。 い
■モンゴル語のラテン文字化

ロシア国内で、シベリアのバイカル湖付近に住むプリ

ヤート族と、モンゴル高原のはるか西のカスピ海沿岸に住

むカルムイク族は、モンゴル族と同じ系統に属する。つま

り、プリヤート語とカルムイク語は、モンゴル語と同じ起

源の言語である。現在、プリヤート語もカルムイク語も、

モンゴル国と同様にキリル文字（＝ロシア文字）を使って

自らの言語を表記している。プリヤートとカルムイクでは、

1930年代末にキリル文字正密法が採用される前に、ラテン

文字（ローマ字）アルファベットが採用されており、モン

ゴルでもラテン文字へ移行する党政府の決議が出され、準

備が進められていた。写真 10は、 1932年にレニングラー

ドで出版された 「モンゴル語教科書」の前密きで、ラテン

文字でモンゴル語が表記されている。

モンゴル諸語のラテン文字化の問題は 1920年代の末か

ら討議され、数次の試案と会議を経た後、 1931年 1月のモ

スクワ会議に至って最終的な決定が下された。この会議で

は、プリヤート語のラテン文字正杏法が確定したのみなら

ず、モンゴル人民共和国とカルムイク人の使用するラテン

字母も統一された。モンゴル諸語だけでなく、ソ連内の中

央アジアの諸言語も「ラテン文字化」に向かっていた。世

界の社会主義革命をめざすソ連としては、万国共通のラテ

ン文字（ローマ字）の普及を文化の革命として位躍づけて

いたのである。

ラテン文字正店法は、カルムイクでは 1937年まで、プ

リヤー トでは 1938年まで実施されたあと、一斉にキリル

文字へと移行した。「世界革命」から「一国社会主義」の路

線に転じたソ連では、外部との交流を遮断してロシア文字

によって内部のまとまりを固めることが童視されたのであ

る。モンゴル人民共和国では 1930年代にラテン文字への

移行が決定されていたが、実施に至っていなかった。そし

て、 1940年代にいよいよモンゴルで文字改革が現実の日程

に上ったとき、すでにソ連圏の諸民族の流れはキリル文字

（ロシア文字）へと移っていた。

ORO~IL. 

Mongol kelenii del炉rseag立 aroron m却 nud皿 jike，了
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I汀nii四呵neleedkolo garsan baina. Ene ky kele bol negeli-
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写真 10. ラテン文字表記モンゴル語教科書 (1932)の前書き．

モンゴル人民共和国がキリル文字へと移行した後、中国

の内蒙古自治区でも 1950年代にキリル文字正杏法を採用

する決定がなされたことがある。

写真 11は、内モンゴルで出版されたキリル文字表記のモ

ンゴル語図杏目録の表紙で、 1956年 10月とある。目緑の

中には教科杏、読本 40点が掲載されている。そのうち 21

点はキリ）レ文字だけの表記、 16点はキリル文字とモンゴル

文字の対照表記、1点はキリル文字と漢語（漢字）の対照表記、

残りの 2点はキリル文字の掛図（アルファベット表）とある。

中ソー枚岩の時代には、 ---------

モンゴル人民共和国と内モ

ンゴルの間でも互いの結び

つきと共通性が追求されて

いたものである。

しかし、国家間の対立が

表面化し、激化するにした

がって内モンゴルにおける

キリル文字化の動きは消滅

し、互いの差異が強調され

ることとなった。

文字の命運もまた政治と

権力の力学の中に笹かれて

しヽる。

-・ • --
写真11.rモンゴル新文字出版因
書紹介目録J:内モンゴルでキリ
ル文字で出版された図書目録の
表紙。
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お互いの交流拡大を目的に、会員皆様の近況 ・ご意見などを発信していただくスペースです（不定期）。

今回は、中国の内モンコル自治区出身留学生ウランタナさんに寄稿していただきました。モンゴル国に留学しモンゴ

ル国立大学卒業の後、 2000年に来日して語学研修を経て2003年に東北大学に入学しました。5年ほど前、 10年ぶり

に研究調査で訪れたモンゴルのウランバートルは丁度卒業シーズンで、街中の景色が自分たちも楽しんだ事のある行事

「ホンホニー ・バヤル」を思い出させ、懐かしく印象的だったとのことです。

ホンホニー ・バヤル
東北大学環境科学研究科博士課程後期 3年の課程 ウ7ンノタT

卒業式といえば、日本では 3月、中国では6月ですが、モンゴル国では 5月から卒業シー

ズンが始まります。この季節、ウランバートルでは街中の至るところで色鮮やかなデール

を着て卒業のお祝いしている学生達を見かけます。

私は 1996年にモンゴル国立大学（写真 1)を卒業して以来、10年ぶりにこの季節にウランパートルの街を訪れ、

懐かしい風景に接することができました。

モンゴル国の卒業式は国家試験を終えた後 6月に行われますが、卒業式より盛大に行われるのが、 「＊ンホニー・

バヤル」という行事です。モンゴル語の「ホンホニー ・バヤル」を直訳すると「鐘の祝い」ですが、これは最後

の終業チャイムを鳴らすという意味で、ロシアから由来した習慣のようです。

ホンホニー ・パヤルはモンゴルの学生達にとっては非常に重要なお祝いであり、丸一日をかけて盛大に行われ

ます。女子学生逹は民族衣装のデー）レ、スーツ、 ドレスに身を包み、男子学生達は新しいスーツを沿てこの大切

な日を祝います。

この日にはまず、午前中に卒業生達が学校に梨まり、主にクラス担任の先生から最後の授業を受け、最後に終

業のチャイムを聞いた後、卒業生の代表から、恩師達に対して、何年間もかけて沢山の知識を教えてもらったこ

--

写真 1モンゴル国立大学

/― 

とを感謝して、花束を贈ります。この最後の授業は実に感動的で、学生達

の多くは涙を流して止みません。その後、クラスごとに、パスに乗り、街

の中心のスフバートル広場、ウランバートルで最大の仏教寺院であるガン

ダン寺（写真2)、ウランパートルの南にあって街を見下ろすザイサン ・

トルゴイ丘の烈士記念碑等の名所を巡り、記念の写真を撮ります。その後、

恩師達とウランパート）レ ・レストランなど高級レストランで昼食を取り、

夜はそれぞれの大学のホールで盛大なパーティーが行われて、ホンホニー・

バヤルは終了となります。このような風栽に十年ぶりに接して、思わず自

分のホンホニー・バヤルのことを思い出し、惑慨にひたりました。

I -. ~ . 

他の国では、ホンホニー ・パヤルを卒業式だと思っている人が多いかも

しれません。しかし、実際は、そのあと国家試験が終了 してから、合格者

達に卒業証書を授与する卒業式が行われます。ホンホニー ・バヤルは国家

試験の前に行われるので、その後の国家試験に合格して晴れて卒業、万が

ー合格できなかったら留年してもう一年大学で過ごすことになります。そ

のような場合、 一度ホンホニー・パヤルを祝った人は、翌年のホンホニー・

写真2 ガンダン寺 パヤルには参加 しないことが多いそうです。

本号の 「うしとら」はモンゴル特梨です。当センターでモンゴルを研究している二人の教授の文京からは、

モンゴル民族の屈折した歴史と複雑な現状がよく理解できますが、ウランタナさんのモンゴルの卒業式の話

は新鮮で希望があり感動的です。 （石渡 明）
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